
昭
和
六
十
三
年
四
月
十
二
日
受
領 

答

弁

第

二

一

号 
   

す
る
。 

衆
議
院
議
員
草
川
昭
三
君
提
出
血
液
製
剤
に
よ
る
エ
イ
ズ
感
染
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付 

内
閣
衆
質
一
一
二
第
二
一
号 

昭
和
六
十
三
年
四
月
十
二
日 

衆

議

院

議

長 
原 

 

健 

三 

郎 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

竹 

下 
 

登 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
草
川
昭
三
君
提
出
血
液
製
剤
に
よ
る
エ
イ
ズ
感
染
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

ウ
イ
ル
ス
が
混
入
し
た
血
液
製
剤
の
投
与
に
よ
る
ウ
イ
ル
ス
感
染
は
、
当
該
製
剤
の
本
来
の
薬
理
作
用
に
基 

 

づ
く
有
害
な
反
応
で
は
な
い
の
で
、
医
薬
品
の
副
作
用
と
は
解
し
て
い
な
い
。 

二
に
つ
い
て 

エ
イ
ズ
に
関
す
る
研
究
発
表
に
際
し
て
は
、
そ
の
内
容
及
び
方
法
に
お
い
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
等
の
人
権
に 

 

配
慮
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
御
指
摘
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
も
十
分
配
慮
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。 

三
に
つ
い
て 

御
指
摘
の
書
物
は
、
エ
イ
ズ
に
つ
い
て
の
臨
床
例
が
少
な
い
我
が
国
に
お
い
て
、
医
療
従
事
者
を
対
象
に
し 

 

て
症
例
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
エ
イ
ズ
の
診
断
を
円
滑
に
進
め
る
上
で
極
め
て
重
要 

 



四
に
つ
い
て 

五
に
つ
い
て 

で
あ
る
こ
と
か
ら
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
氏
名
、
住
所
ば
か
り
で
な
く
、
病 

 

院
名
、
地
域
名
も
伏
せ
ら
れ
て
お
り
、
人
権
に
つ
い
て
十
分
配
慮
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。 

加
熱
処
理
を
す
る
な
ど
ウ
イ
ル
ス
の
不
活
化
効
率
を
よ
り
高
め
た
血
液
製
剤
に
つ
い
て
は
、
審
査
を
迅
速
に 

 

行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。 

御
指
摘
の
グ
ロ
ブ
リ
ン
製
剤
に
よ
る
一
時
的
な
抗
体
陽
性
反
応
に
つ
い
て
は
、
当
該
グ
ロ
ブ
リ
ン
製
剤
の
安 

 

全
性
に
問
題
が
な
い
こ
と
か
ら
回
収
措
置
を
採
る
必
要
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

な
お
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
医
師
に
対
し
必
要
な
情
報
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。 

四 

 




